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              ～2025-26年度主題～ 

国際会長   エドワード・オン（SG）    “Faith, Love, Action” 

アジア太平洋地域会長 田上 正（熊本むさしC）“信念と愛をもって行動しよう！” 

東日本区理事  山下 真（十勝Ｃ）   “ワイズらしさ再発見” 

かながわ部長          兵藤 芳朗（鎌倉Ｃ）  “共に歩み 交流を深め、部の「絆」を強めよう” 

クラブ会長   坂口 直樹                                           “お互いを理解し誰かの役に立つ！” 

今月の聖句 

わたしはブドウの木、 

あなたがたはその枝である。 

ヨハネによる福音書 第15章5節 

9月の本例会 

日時 9月26日（金）17:30～ 

場所 かけはし都筑 

司会 坂口直樹 受付 辻  剛 

~議事概要~ 

1. 開会点鍾           

2. ワイズソング・ワイズの信条 

3. 今月の聖句・祈禱 担当主事 

4. 会長挨拶 

5. ゲスト・ビジター紹介 

6. 卓話 木村光寿 牧師 

    「これまでの道のりを振り返って」 

7. 今後の行事予定 

8. 活動報告・連絡事項 

   1）東日本区 

   2）かながわ部 

   3）YMCA 

9. Happy Birthday 

   森山真治さん（9/27） 

10. スマイル・アピール 

11. 閉会点鍾 

 

※閉会後「ヴァンサン」にて懇親会食 

  クラブ役員一覧 

会長      坂口 直樹 

副会長  今城 高之 

書記       今城 宏子 

会計        鈴木 茂 

直前会長      鈴木 茂 

監事         辻   剛 

今 年の夏は、特に暑い日々が続きました。 思えば昨

年の夏、私は非結核性抗酸菌症と診断され、   

1か月の入院生活を余儀なくされました。 その折、入院先の

病院カウンセラーの方から、退院後の生活のために、介護保

険制度の利用をすすめられました。 申請をした結果、「要支援１」が認められ

ました。 

しかし退院後は健康になり、「支援」のことは忘れて過ごすことができ、1年が過

ぎようとしていました。 日頃、私は夫が家にいるときは夫に促されて、「あざみ野

ガーデン」（バス停４つ先）まで40分ほどのウオーキングを行ない、そこで買い

物をしてから、コーヒーを飲んで一休み、帰りはバスで帰宅、を日課にしていまし

た。 しかし、今年の夏は猛暑でウオーキングができず、私は家にいることが多く

なりました。 すると歩くのが苦痛になりました。 

80歳も後半になると、運動をしないで少し楽をすると、急に体力が無くなり愕然

としました。 そこで私は、介護保険の「要支援１」を持っていることを思い出しま

した。 

「要介護」は毎年継続して使えますが、「要支援」は一年間使っていないと取り

消されるようです。 

そこで私は体力維持のため、「要支援」を利用して「リハビリ特化型デイサービ

ス」に週に一度通い始めました。 デイサービスセンターでは、利用者14名対し

て、それぞれの資格を持つ5名のスタッフの方が、次々と違った運動を指導して

下さいます。 そして合間にお茶のサービスもあり、送迎付きで３時間です。   

各個人の体力に合わせて、違ったプログラムが組まれていて、フィットネスクラブよ

り充実しています。 

介護保険を受けたときにいただいたガイドブックを見て、いろいろな支援が用意さ

れているのを知りました。 これからは支援を受けながら、今までの生活が維持

出来る様にと願っています。                        以上 

   「介護保険制度の利用」  鈴木恭子 巻頭メッセージ 

 例会出席 13名 在籍会員数 16名  

  メンバー 9名 月間出席者数 9名  

  ビジター － ﾒｰｷｬｯﾌﾟ 1名  

  ゲスト 4名 月間出席率 63％  

８月のデータ 
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日時：2025年8月22日（金）17:00～18:00  

場所：夢カフェ 

出席：今城T・H、大野、坂口、三木、森山 

司会：森山真治   受付・記録：今城宏子 

 

１．坂口会長による開会点鐘  

２．一同でワイズソング・ワイズの信条唱和 

３．森山主事による今月の聖句と祈祷。 

 生麦での保育の経験から聖句と相反する子供たちの

姿、仲直りの難しさなど、実感が語られた。 

４．坂口会長の開会挨拶では、辻夫妻はじめ欠席が続く

       方達の早期復帰が待ち望まれる旨語られた。 

５．ゲスト・ビジター紹介では、納涼会にコンサート運営委

員会の中村さんとお孫さん、元会員の横田さんとお孫

さんが出席予定であることが報告された。 

６．協議・検討事項  

 １）部長公式訪問時の食事代負担について、部則に     

    基づいてお返しする。 

 ２）東日本区臨時代議員会（オンライン）にて次の項 

    目が審議され承認されたことが坂口会長から報告さ  

    れた。 

     ①2024年度～25年度決算 

    ②定款を変更し、沖縄県を対象外とし、湘南・沖

縄部を「かながわ部」に改称 

    ③事業主査は部と連携すること、区大会はクラブで

なく区の実行委員会が管轄することが承認された。 

 ３）第13回You ＆ I コンサートの運営について 

 ４）つづきクラブ創立20周年記念行事について、９月

事務例会にて検討することとした。 

７．今後の行事予定 （ブリテン報告者） 

 １）９月２日（火）19：00 Y－Y‘ｓ協議会 ＠

中央Ｙ （今城Ｔ） 

 ２）9月5日（金）～7日（日）ユースボランティアリー

ダーズフォーラム＠富士山YMCA（坂口） 

 ３）9月9日（火）17：30 事務例会 ＠夢カフェ 

 ４）9月17日（水）13：30 TKBカード作り、都筑

社協ボランティア交流会 13：30 今城T出席 

 ５）9月23日（火・祝）YMCAフェスタ＠戸塚YMCA

（鈴木S） 

 ６）9月26日（金） 17：30 本例会 ＠かけはし

都筑 卓話：木村光寿牧師 

 ７）10月3日（金）11：00 「赤い羽根」募金活動

参加 ＠センター南駅  

 ８）10月18日（土）横浜YMCAチャリティーラン ＠

臨港パーク （大野） 

８．活動報告 

 １）東日本区 

  ①第31回アジア太平洋地域大会 ８/１⁽金⁾～3日

（日）＠熊本城ホール（鈴木S） 

  ②十勝クラブジャガイモ等注文受付の締め切り：クラブ

内 ９/９（坂口会長取り纏め） 

 ２）かながわ部 

  部合同納涼会 8/21（木）18：00 ＠ロイヤル

ホール横浜 坂口会長・森山主事出席（坂口） 

 ３）横浜YMCA報告（森山担当主事） 

  AIDSフォーラム：８/１～８/３ ＠かながわ県民セ

ンター 

９．Happy Birthday 辻剛ワイズ（８/３０）  

10．閉会点鐘 

  その後、19:00～20:00に 第1回You ＆ I コンサー

ト運営委員会を開催。（別途、報告済）  

会 議 報 告 ２０２５年８月本例会報告                         今城宏子 記 

本例会終了後、ゲストも加わり恒例

の納涼会を開催。このところの酷暑

も相まって体調不良のメンバーもお

り、ちょっと寂しい集いとはなりま

したが、世話役のご尽力で、食べ

物、飲み物も充実したものでした。

大いに食べ、飲み、話し、笑ったひ

と時で、酷暑を吹き飛ばす、正に

「納涼」が果たされたと思われま

す。年度後半も結束して頑張る気持

ちが沸き上がりました。 



横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ     Bulletin No.  228  15 , September 2025 

“To acknowledge the duty that accompanies every right” 

－3－ 

日時 2025年9月2日（火）19:00～20:30 

場所 横浜中央YMCA会議室 

※今回は、厚木ワイズメンズクラブの担当で行われた。 

 

1. 開会礼拝 

  加藤 誠 厚木クラブ担当主事の司式により開会礼 

  拝が持たれた、 

  聖書：テサロニケ信徒への手紙Ⅰ 5章16～8節 

  「喜び、祈り、感謝」を生活の三本柱とする教え。  

2. 挨拶 

（佐竹横浜YMCA総主事） 

・107回を迎える本協議会は、車の両輪たるYMCA 

 とワイズの関係を象徴するもの 

・今回のYVLFは、将来のリーダーを育成する実りのあ 

 るものにしたい 

・挑戦する気持ちを持ち続けて活動する 

（兵藤かながわ部 部長） 

・ワイズ活動に対するYMCAの理解と支援に感謝 

・車の両輪として共に働きあう 

3. 協議 

第37回YVLF: YMCA担当者より、「環境」をテーマに

行う今回の研修会は順調に準備が進んでいる旨報告

があった。横浜YMCAは、スタッフ9名、カウンセラー9名

の態勢で臨む予定。 出席者より、フォーラムの成果が

将来につながることを念頭に実施してほしいとの要望が

述べられた。 

第28回チャリティーラン：障害のある子供たちへの支援

を目的として10月18日に実施される。昨年同様、On 

Lineとリアルの両建てで実施。（On Line実施は横浜

のみ）リアルは4種目67チームの昨年同様の規模で実

施したい。Tシャツの販売にワイズの協力を。当日、ワイズ

には受付とコースガードをお願いしたい。 

YMCAフェスタ：9月23日にとつかYで実施。今回は保

育事業に焦点を当てたプログラムが中心。大勢のワイズ

の参加が期待される。 

4. 報告 

前回協議会以降の諸活動についての報告が行われた。 

次回開催予定：第107回Y－Y'sは、 

12月2日(火)19:00～に開催。 

大和クリエイティブY サービス・クラブが担当。 

会 議 報 告 第107回Y－Y’s協議会               今城高之 記 

 

8月のTKBお仕事会の作品は、「枝の

上のオウム」（拡大版は右）。 7月か

ら始まった動物シリーズの第3弾です。

折り紙を担当してくださる林ひろ子さん

（クラブのお友達）の想像力と技術に

負うところが多い。 

何よりも、カードを受け取る子どもたちや

ご高齢の方々が喜んでくれることを念頭

に新しい作品を生み出して行きたい。 

TKB便り

第１０７回Y-Y‘協議会は、部名を「かながわ部」に改称した

最初の協議会議でした。それを記念して？協議会終了後、

参加ワイズの一部が最寄りの「居酒屋」に集結しました。 
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日時：2025年9月9日（火）17:30～19:30   

場所：夢カフェ 

出席：今城T・H、大野、坂口、鈴木K・S、辻Ta・Ts、 

      森山 

～議事概要～ 

1. 開会点鐘 

2. 会長挨拶：辻ご夫妻の復帰を喜びたい。YLVFに鈴

木茂さんと参加の報告。AIについてなど。 

3. 協議・検討事項 

①第13回YOU ＆ I コンサート：運営・進捗状況の

報告があり、メディアへのニュースリリース配布、都

筑地区内のケアプラザ、地区センター等への配布

状況、 

チケットの売り方等確認した。チケット印刷を早急に行う

ことなど確認した。 

②つづきクラブ設立20周年記念会案について 

   鈴木Sワイズ提案についての説明を受け、協議を行っ

た結果、以下の通り決定した。 

   ・開催日時：2026年6月20日（土） 

  14:00～17:00 

   ・会場：横浜北YMCA3階ホール   

  ・想定参加人数：40名～50名 

             クラブメンバー及び関係者 

               かながわ部関係者 

              東日本区関係者（来賓） 

              YMCA関係者（横浜＋同盟）  

  ・プログラム：第1部：記念例会 

                           20年の歴史紹介、ゲストご挨拶、   

                           卓話：エスキルドセン氏） 

                  第2部：懇親会（ゲストご挨拶、演奏な  

                           ど。サンドイッチ・飲み物等） 

  ゲスト候補、懇親会演奏者候補、  

    ご案内先等についてリストアップ 

  会費：2,000円を予定 

・記念誌、ブリテン特別号の発行については今後検討。   

③今後の卓話・募集について 

10月：笹本氏（坂口会長推薦）  

11月：田中博之氏「今、そしてこれからの私達」 

1月以降の卓話者を募集する。 

4. 今後の行事予定 

9/17（水）TKBカード作り（＠夢カフェ）、都筑社協

ボランティア交流会（13：30 今城高之） 

9/23（火）YMCAフェスタ（＠湘南戸塚YMCA）

10：00～14：30（鈴木茂） 

9/26（金）本例会（＠かけはし都筑）17：30～  

卓話：木村光寿牧師 

10/3（金）赤い羽根募金運動＠センター南駅

（11：00～12：00）（今城高之） 

10/14（火）事務例会（＠夢カフェ）17：30～ 

10/18（土）横浜ＹＭＣＡチャリティーラン＠臨港

パーク（大野君枝） 

10/24（金）本例会（＠夢カフェ）17：30～ 卓

話：笹本氏 

5. 活動報告 

①東日本区 

 ・第31回アジア太平洋地域大会 8/1（金）

～8/3（日）＠熊本城ホール （鈴木茂） 

 ・十勝クラブジャガイモ等受付 係：坂口会長 

 ・ワイズカレンダー（1,100円）申し込み 係：

大野 

 ・ワイズハンドブック・ロースター（注文取り纏め）

係：坂口会長 

②かながわ部 

 ・9/2（火）19:00 Y－Ys協議会＠中央Y 

（今城高之） 

 ・ＹＶＬＦ＠富士山ＹＭＣＡ 9/5～9/7 

（坂口会長、鈴木茂直前会長、森山担当

主事） 

  ワイズの参加が多かった。（30名以上！）

リーダーとワイズの交流があり、打ち解ける良い

経験となった。詳細はブリテンに掲載。 

  ③横浜ＹＭＣＡ （森山北Ｙ館長） 

 

6. 閉会点鐘をもって閉会した。 

 

 ※有志にて食事・懇親の時を持った。         

例 会 報 告      2025年9月度 事務例会                   今城宏子 記 

  《卓話ご案内》 つづきクラブ9月例会の卓話は、本年4月に田園都筑教会の牧師に就任された  

木村 光寿先生です。 本誌7月号で先生の略歴をご紹介しているので、ご覧いただいた方も多いと思い

ますが、なかなか変化に富んだ経歴をお持ちで、今回の卓話の演題、「これまでの道のりを振り返って」によ

り、その背景が明らかになるのではと期待されます。 当クラブの例会はクラブ会員でない方も大歓迎です。 

木村先生の “これまで” にご関心の向きは是非とも例会を覗いて見てください。  

例会：9月26日（金）17:30開会 ＠かけはし都筑（センター南駅そば） 

お問い合わせ先：当クラブ会長 坂口直樹 宛  Tel: 090-4706-4136    
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日時：9月5日(金)から9月7日(日)  

場所：富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ 

主催：ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 

    （実行委員長 三田庸平ワイズ） 

主管：横浜YMCA 

出席者：東日本区YMCAの北海道から横浜までのユー

スリーダー27名・実行委員9名、ワイズメンズクラブ29名

（内かながわ部11名）が大集合した。 

 9月5日～7日までの２泊3日でYVLF（ユースボランティ

アリーダーズフォーラム）が富士山YMCAグローバル・エコ・

ヴィレッジで開催されYMCAのユースボランティアに加え、サ

ポート役として東日本区のワイズメンズクラブから29名が参

加しました。その内、かながわ部から兵藤部長はじめ11名

の参加があり、当クラブから鈴木と坂口が5日-6日に参加

しました。 

 今回のテーマは環境問題で、NPO法人ホールアース自

然学校の代表理事山崎宏さんを講師にお招きし、特に富

士山周辺の環境問題（富士山凍土融解の問題、ニホン

ジカの大量発生の問題など）をテーマにお話をしていただい

た。  

 講演を基に、何が問題なのか、私たちは何をすべきかを

参加者全員（ユースリーダーだけでなくワイズメンバーも含

め）で討議する機会があり、私たち一人ひとりの行動はす

ぐに結果に結びつかなくても、その認識や小さな行動の積み

重ねが環境をまもり、世代を超えた人類と地球を守ることに

つながることを認識しました。 

特に、「ハチドリのひとしずく」（参考：https://

nhkomorebi.com/hachidori/）の話に心を打たれ、

ワイズでは中長期で「ワイズのハチドリの一滴運動をしよう」

と話がでてました。  

小さな積み重ねが環境問題の改善の一歩になると言う話

になりました。  

 フォーラム後ワイズメンバーでの懇親会を開催し、打ち解

けたムードの中で山下理事はじめ東日本区各地からの多く

のワイズとのコミュニケーションで懇親を深められたのも今回

フォーラムの成果でした。フォーラムを通じて若いリーダーの

新しい発想とエネルギーを大いに感じ、山下理事からの

YMCAユースとワイズ活動の連携をもっと推進しようとの方

針も受け、ワイズ活動の更なる活性化を皆で約束しまし

た。   

                              以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 報 告 YVLF（ユースボランティアリーダーズフォーラム）参加報告    坂口直樹 記 

フォト・アルバム 

三上所長挨拶 ヤマボウシの実 

（エコビレッジ入口） 

ワイズかながわ部の面々 

ワイズ懇親会風景 

（山下理事） 楽しい食事風景 

（並木ワイズの歌聴きながら） 

ワイズ向け環境問題フォーラム 

https://nhkomorebi.com/hachidori/
https://nhkomorebi.com/hachidori/


横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ     Bulletin No.  228  15 , September 2025 

“To acknowledge the duty that accompanies every right” 

－6－ 

  横浜YMCAでは8月よりBAPY募金キャンペーンを実

施しています。 

  この夏もBAPY基金を利用してプログラムに参加した

子どもたちが多くいました。横浜北YMCAからもBAPY基

金を利用してのキャンプ参加者がおり、とても良い時間を

過ごすことができたとのことでした。 

  横浜北YMCAでのBAPY募金キャンペーンの取り組み

としては、8月から1ヵ月ほどは古本市を開催し、9月、10

月にはファミリープールを行います。 

  古本市では、会員のみなさんに呼びかけて、家に眠っ

ているもう読まなくなった本を持ってきていただき、その売り

上げを募金にしています。プログラムにいらっしゃった会員の

みなさんが、来館時や退館時に足を止めて古本市を見て

行ってくださる姿が見られています。本を買うことで、経済

的に困難な状況にある家庭のサポートができるということを

感じていただけるように、募金の趣旨や使途も古本市の

ブースに掲示をし、広くみなさんに周知できるように取り組

んでいます。 

  また、ファミリープールでは、ご家族で自由にご参加いた

だけるようにプール開放をして、参加費を募金にします。夏

休みは終わりましたが、まだまだ暑い日が続いていますの

で、プールでリフレッシュをしていただき、家族での良い時間

を過ごしてもらえるような内容となっており、9月は約30名

が参加予定です。募金となる参加費は、参加者の方々

に直接募金箱に入れていただき、“募金に協力している”

ということも感じていただけるようにします。 

  ただ募金を行うだけではなく、募金をしてくださる方たち

にとっても良い時間や機会などが提供できるように募金

キャンペーンを行うことで、より多くの方たちにBAPY基金の

存在と意義が伝わっていくのではないかと思います。引き

続き、様々な方法を考えながらBAPY基金を集めていき

ます。 

北YMCA便り       横浜北YMCAオルタナティブ事業主任 水上真帆  

                

本年11月1日（土）に開催の第13回 You & I コンサート についてのお知

らせとお願いです。  

今回は、会場がこれまでの都筑公会堂から、今年の3月に開館したばかりの

「ボッシュホール」（センター北駅最寄り）に移ります。 ここは、客席数が300

席余りと公会堂の約半分になるため、従来同様の来場者があると、ほぼ満席

になる可能性があります。 ご入場時の混乱を避けるため、予め、ご予約頂いた

方々を優先して入場券を販売することなりました。 

つきましては、以下にご留意いただき、入場券をご入手下さい。 

① 電話あるいはWEBサイトから予約する； 

   電話の場合：横浜北YMCA“You & I コンサート窓口  

            045-433-4321で予約。 

   WEBサイト： 右のQRコードにて予約サイトにアクセスして予約する。 

② 何れの方法でも、入場券の種類、枚数をご提示いただきます。 

③ 予め予約いただいた方には、当日会場受付で、代金と引き換えに先着者 

優先で入場券をお渡しします。開演の30分前（13:30頃までに）ご来

場下さるようお勧めします。 

WEB予約QRコード 

お 知 ら せ ・ お 願 い ・
・
・
編
集
後
記
・
・
・ 
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